
広報川越は古紙100％再生紙を使用しています

歴
史
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に
伝
え
て
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越
城
築
城
五
百
五
十
年

新しい年が始まり、早いもので１

か月が過ぎようとしています。こと

しは、個人的に区切りの年齢を迎え

ます。元日に新たな誓いを立て、仕

事も私生活も昨年より充実した１年

にしていきたいと思っています$１

月２日の午後、寺尾調節池の周辺を

散歩していると、たこ揚げをしてい

る子どもたちの姿を見かけました。

また、７日の午前中には、渋
しぶ

井
い

の新

河岸川の土手の上で多くの人たち

が、たこ揚げをしている様子を見か

けました。ここ数年、自宅周辺でた

こ揚げをしている子どもたちを見か

けなくなり、お正月らしさが薄れて

しまったのかと思いました。しかし、

これらの様子を見て、ほっとした気

持ちになりました。たこ揚げに限ら

ず、お正月の伝統的な遊びを無くし

てはいけないなと感じた、年の始ま

りでした。

広報川越 1143 ■発行日／平成19年１月25日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市 〒350－8601  埼玉県川越市元町１丁目３－１　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■ 編　集／市長室広聴広報課・℡049－224－8811内線2124・FAX049－225－2171
■印　刷／㈲新広社

編集後記

中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

グリーンツーリズム推
すい

進
しん

住
じゅう

民
みん

会
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も

古
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沼
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啓
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三
ぞう

さん

私
わたし

たちは、中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

の豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と農
のう

村
そん

の魅
み

力
りょく

を生
い

か

した体
たい

験
けん

・滞
たい

在
ざい

型
がた

観
かん

光
こう

により、中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

と都
と

市
し

部
ぶ

の交
こう

流
りゅう

をすすめている住
じゅう

民
みん

グループです。昨
さく

年
ねん

秋
あき

には東
とう

京
きょう

近
きん

郊
こう

の皆
みな

さんが体
たい

験
けん

型
がた

観
かん

光
こう

に訪
おとず

れ、空
くう

気
き

のおいしさや雄
ゆう

大
だい

な農
のう

村
そん

景
けい

観
かん

などを楽
たの

しんでいました。

平
へい

成
せい

16年
ねん

から、「川
かわ

越
ごえ

市
し

少
しょう

年
ねん

の翼
つばさ

」で中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

を訪
おとず

れ

る川
かわ

越
ごえ

の中
ちゅう

学
がく

生
せい

が行
おこな

う芋
いも

掘
ほ

り体
たい

験
けん

などに協
きょう

力
りょく

して、川
かわ

越
ごえ

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めています。これからもさまざまな形
かたち

で、

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を進
すす

めていきたいと思
おも

っています。
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市
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の皆
みな

さんを対
たい

象
しょう

にした催
もよお

しは12ページ・15
ページ、相

そう

談
だん

は23ページをご覧
らん

ください。
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国
こく

内
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の姉
し

妹
まい

・友
ゆう

好
こう

都
と

市
し

こ
と
し
、
築
城
五
百
五
十
年

を
迎
え
る
川
越
城
。
長

ち
ょ
う

禄ろ
く

元

年
（
一
四
五
七
）、
上う

え

杉す
ぎ

持も
ち

朝と
も

の
命
に
よ
り
、
そ
の
家
臣
で
あ

っ
た
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

父
子
に

よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
現

存
す
る
川
越
城
本
丸
御
殿
（
県

指
定
文
化
財
）
は
、
嘉か

永え
い

元
年

（
一
八
四
八
）、
当
時
の
川
越
城

主
で
あ
っ
た
松ま

つ

平
だ
い
ら

斉な
り

典つ
ね

に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
二
月
、
川
越
城
は
そ
の
歴

史
的
価
値
か
ら
、
蹟
日
本
城
郭

協
会
に
よ
り
「
日
本
百
名
城
」
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
丸
御
殿
は
、
城
主
が
政
務
や
日
常
生
活
を
す
る
場
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
内
で
、
当
時
の
状
態
を
今
に
伝
え
て
い
る

本
丸
御
殿
は
、
川
越
城
と
高
知
城
（
高
知
市
）
の
二
か
所
だ
け
で

す
。
現
在
の
川
越
城
本
丸
御
殿
に
は
、
玄
関
と
大
広
間
が
当
時
の

ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
建
物
を
移

築
復
元
し
た
家
老
詰つ

め

所し
ょ

も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
五
月
に
、
川
越
城
本
丸
御
殿
で
「（
仮
称
）
日
本
百
名

城
展
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
歴
史
的

に
貴
重
な
川
越
城
の
価
値
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
川
越
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、「
歴
史

を
今
に
伝
え
て
」
で
も
十
二
月
ま
で
の
毎
回
、
川
越
城
に
ま
つ
わ

る
話
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


